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コンクリート診断士試験

記述式 解答のポイント解説

話の内容

１．時間配分・勉強方法

２．建築系問題の出題傾向

３．土木系問題の出題傾向

４．記述式解答のポイント

１．時間配分・勉強方法

時間配分
勉強方法

試験時間合計

３時間

後半

８０分
（記述)

最低限８０分残して、
択一問題を解答する。

四肢択一式問題から解きましょう

記述式問題は、事前準備を行っていても
手書きするため、見直しを含め８０分程
度は必要になる。

40問の四肢択一式は３分/１問のペース
では、記述式の解答時間が不足する。
⇒ 迷ったら深追いしない。

四肢択一式問題は、マークシート方式で
単純加点方式と考えられ、迷う問題の場
合でも、必ず一つを選択する。

時間配分
記述にかかる時間を把握しておく

前半

１００分

（四肢択一40問)

2.5分/１問
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記述式問題の勉強
必ずオリジナル答案を事前準備 （手書きする！）

いきなり文章を書き始めない

まずは関連するキーワードを書き出す
練習をします。

▼

次に、文書構成を決め、記述すべき
キーワードを全て文章中に盛り込む練
習をしましょう。

身近な誰かに読んでもらう

同じ記述原稿を繰り返し書くことで、記
述試験のパターンやテクニックを学ぼ
う。

想定と異なる構造物や劣化現象が出
題されても、パターンを理解すれば容
易に対応できます。

自分だけの
オリジナル
原稿を準備
しましょう。

２．建築系問題の出題傾向

建築系問題

過去の建築系問題（問題Ⅰ）の傾向

建築分野の代表的なＲＣ構造物

集合住宅、ＲＣ工場、ＲＣ校舎、
ＲＣ事務所、煙突、ＲＣ公共施設

代表的な劣化の種類

中性化、凍害、火災、塩害
化学的腐食、アルカリシリカ反応
疲労、材料劣化

ヤマは張らない方がよい！

３．土木系問題の出題傾向

土木系問題の傾向
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土木系問題（問題Ⅱ）の傾向
土木分野の出題傾向

代表的な劣化の種類

塩害、アルカリシリカ反応、凍害、
化学的腐食、疲労、中性化、風化・
老化、火災

土木分野の代表的なＲＣ構造物

ダム、トンネル、橋梁（高架橋）、桟
橋、ボックスカルバート（共同溝）、
上下水道管路

塩害の問題は解けるように！

問題Ⅱ（構造物の種類とキーワード）

種類 キーワード

ダム
・凍害 ・磨耗 ・スケーリング ・漏水 ・ひび割れ

・アルカリシリカ反応 ・膨張量

トンネル
・ひび割れ ・中性化 ・鋼材腐食 ・ 浮き ・はく離 ・ 第三者被害

・地山背面の空洞

橋梁（橋脚）
・中性化 ・塩害 ・塩化物イオン濃度 ・鋼材腐食

・アルカリシリカ反応 ・膨張量

橋梁（床版）
・疲労 ・ひび割れパターン，ひび割れ密度 ・たわみ ・ 浮き ・はく離

・第三者被害 ・塩害 ・塩化物イオン濃度 ・鋼材腐食 ・累積損傷度

桟橋
・塩害 ・塩化物イオン濃度 ・鋼材腐食

・アルカリシリカ反応 ・膨張量

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ ・ひび割れ ・中性化 ・乾燥収縮 ・浮き ・はく離 ・鉄筋腐食

下水道管路 ・化学的侵食 ・硫酸イオン ・劣化因子の浸透深さ ・鋼材腐食

問題Ⅱ（劣化要因と診断キーワード）
劣化要因別キーワード

４．記述式問題の解答要領

設問に答える・用紙は埋める
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答案作成のステツプ
キーワードと文書構成を考える

１．問題をよく読む。

（重要部分にアンダーライン。）

▼

２．関係するキーワードを書き出す。

▼

３．文書構成を決める。

（おおよその字数も配分する。）

▼

４．文章中にキーワードを全て盛り込む。

▼

５．作成した文章を読み直し修正する。

訓練が必要な部分

記述問題のための準備
問題の意図する内容を要領よく説明

・トレーニングの要点
キーワード・・・必要最小限

文章の流れを重視（起承転結）

可能性のある伏兵を見逃さない

責任ある立場を認識

⇒ 書いて読み直す

（試験時には書き直せない）

・設問のパターンは同じ
■データから劣化要因の推定

凍害 塩害 中性化

アルカリ骨材反応 など

■劣化原因特定のための調査方法

非破壊試験 コアによる調査

分析 判断 予測

■今後供用のための補修・補強方法

補修材料 補修工法

補強方法 など

記述式問題（解答作成のステップ）
診断の流れ（時系列）をパターン化する

変状（外観）の把握

調査（机上・実地），試験

原因推定

劣化予測，評価

補修・補強の要否の判定

対策の実施

記録とその後の維持管理

１

２

３

４

５

６

７

思考の
流れ

900~1000字

おわりに

記述式問題は誰かに読んでもらう

手書きで書くことが重要

専門用語は間違えないように


